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－ お姉ちゃんと一緒に作ったよ！ －
トライやる・ウィーク

　6月 2日から 6日までの 5日間に町内各事業所な

どで一斉に行われた「トライやる・ウィーク」。奥

佐津幼稚園では、香住第二中学校の生徒 2人が先生

の仕事にチャレンジしました。

　端午の節句にちなみ、園児たちと一緒に作ったこ

いのぼり。上手にできたかな？

　（本号 2～ 3ページに関連記事を掲載）
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トライやる・ウィークトライやる・ウィーク
地域に学び、夢に近づく地域に学び、夢に近づく

　県立香住高校海洋科学科の生徒と一緒に、漁業や海に

関する仕事を学んだ香住第一中学校の生徒 4人。取材当

日は香住高校付近の海岸清掃を行い、海の大切さを確認

していました。

　鎌田幸太郎さん（香住区加鹿野）は「普段、多くの人

が訪れている海岸がきれいになるのはとてもうれしい。

ここは（水深が）浅くて、小さな子どもたちでも安心し

て海水浴が楽しめそう。遊んでいる子どもたちの顔を頭

に思い浮かべながら、掃除を頑張りました」と語ってく

れました。

（文…小林大
た い き

輝、写真…松井沙
さ ら

羅）

美しい香住の海を守るために！

▲海岸清掃に汗を流す生徒たち

　ジオパークと海の文化館でトライやる・ウィークに挑

んだ香住第一中学校の生徒５人。同館の掃除をしたりガ

イドの勉強をしたりと、来館するお客さんのためにさま

ざまな活動をしていました。

　取材当日、私たち記者４人にジオパークのガイドをし

てくれた川端裕
ゆ う と

人さん（香住区香住）は「ガイドをする

時に気を付けているのは、来館者にきちんと言葉が伝わっ

ているかどうかという点。緊張して話すスピードが速く

なるなど難しい面もありますが、とてもやりがいがあり

ます」と語ってくれました。

（文…松井沙羅、写真…小西優耶）

見習い案内人、お目見え！

▲レプリカを使って足跡化石について説明（右）

　株式会社ジェイ・アクロス小代給油所では、小代中学

校の生徒 2人が給油や洗車などのガソリンスタンド業務

に挑戦。

　2人とも、普段は助手席などから給油風景を眺めている

だけですが、今回は給油を行う側に。期間中、見上げる

ほどの大型トラックに給油することもありましたが、指

導を受けながら確実に作業をこなしました。

　藤村海
か い と

都さん（小代区水間）は「最初、来店したお客

さんに『いらっしゃいませ』と言うのも恥ずかしかった。

ある程度慣れましたが、給油作業やおつりを渡す時は今

でも緊張します」と、はにかみながら語ってくれました。

ガソリン満タン、ＯＫ！

▲メーターを見ながら確実に給油する生徒

元気いっぱい、フルパワー！

▲園児に紙芝居を読み聞かせる生徒 2人

　奥佐津幼稚園では、香住第二中学校の生徒 2人が保育

士の仕事を体験。取材当日は、端午の節句にちなんだ紙

芝居を園児の前で披露したり、園児と一緒に作ったこい

のぼりを使ってかけっこをしたりと、楽しい時間を過ご

していました。

　岡田明
あ か り

梨さん（香住区上岡）と安田悠
ゆ か

華さん（同区下岡）

は、子どもが大好きで、2人とも将来は保育士になりたい

とのこと。「子どもたちが『遊ぼう』といってそばに来て

くれることが、とてもうれしい」と笑顔を見せてくれま

した。

（文…吉田果
み か

花、写真…小西優
ゆ や

耶）
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　6月 2日から 6日までの 5日間、町内 4中学校の 2年生 180 人が「トライやる ･ウィー

ク」に参加。町内の 82事業所で多くの指導ボランティアの皆さんにご協力、ご支援をい

ただきながら仕事を体験し、その楽しさ、厳しさ、喜びなどを学びました。

　生徒を受け入れていただいた事業所の皆さん、指導ボランティアの皆さんには、大変お

世話になりましたことを厚くお礼申し上げます。

　ここで取り組みの一部をご紹介します。

　美方ファーム株式会社では、村岡中学校の生徒 3人と小

代中学校の生徒 1人が畜産業に挑戦。餌やり、堆肥運び、

牛の寝床の掃除などのほか、獣医の指導を受けながら子牛

の健康診断を行うなど、愛情を持って牛に接しました。

　西谷皓
こうせい

成さん（村岡区中大谷）は、「特徴検査の際、人間

の指紋にあたる『鼻紋』を取るため、元気に走り回る子牛を

捕まえてロープをかけるのが大変でした。また、子牛に聴

診器を当てると『ドク、ドク』と心臓の鼓動が聞こえ、と

ても暖かかったです」と目を輝かせていました。

牛はかわいい！

▲子牛に聴診器をあてて、健康状態をチェック

　公立村岡病院でトライやる・ウィークに挑戦した村

岡中学校の生徒 3人と小代中学校の生徒 2人。

　看護師の丁寧な指導を受けながら訪問看護やリハビ

リなどの仕事を体験した西岡蒼
あ お い

生さん（村岡区高井）

は「リハビリの際、患者さんが転倒しないように注意

を払い、大変緊張しました。また、入浴介助では洗い

加減が難しかったです。でも、患者さんと楽しく話が

できてとても楽しかった。将来、病気やけがで困って

いる人を助ける仕事がしたいです」と語ってくれました。

将来は頼れる看護師に！

▲リハビリ時には患者さんを優しく介助

取材後記取材後記
　トライやる・ウィークの期間中、香住第一中学校の生徒 3

人と香住第二中学校の生徒 1人が役場の業務に挑戦。その

うち 2日間は各事業所で取材活動を行い、本号 2ページの

記事を作成しました。

　ここでは、4人が役場でのトライやる・ウィークや取材活

動を通して感じたことを『取材後記』としてご紹介します。

　なお、取材を快く受けていただいた各中学校の生徒の皆

さん、そして各事業所の皆さん、ご協力いただきありがと

うございました。

▲ 左から吉田果花さん（香住第二中学校、

香住区無南垣）、小西優耶さん（香住第

一中学校、同区沖浦）、松井沙羅さん（同

中、同区下浜）、小林大輝さん（同中、同

区上計）

■ インタビューの相手が同じ中学校の生徒だったので、あまり緊張せずに気楽に

できました。でも、話をうまく聞き出すのが難しかったです。初めての取材体

験でしたが、とてもいい経験になりました。（小林記者）

■ 役場について知らないことばかりでしたが、私たちの生活や将来を支えてくれ

ているということが分かりました。普段、何げなく目にする町の広報も、写真

やインタビューなど、大変なことがたくさんあると実感しました。（小西記者）

■ ゴーヤの苗植えから始まり、大変なことも多々ありましたが、こうして取材体

験も無事に行えました。取材で訪れたさまざまな事業所で、トライやる・ウィー

クをしている同級生が一生懸命に働いている姿を見て、元気をもらいました。

今回の体験でお世話になったすべての皆さんに感謝しています。（松井記者）

■ 取材体験中、インタビューで何を質問していいのか分からず困ったこともあり

ましたが、取材自体が初めての体験だったので、とてもわくわくしました。記

事を作成する時も、取材内容をまとめるのに苦労しましたが、みんなで協力し

てやり遂げることができました。（吉田記者）

▲取材内容をまとめるのも一苦労

▲慣れない取材にドキドキ（左）
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問い合わせ先　役場健康課・各地域局

　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡ 078・326・2021

後期高齢者医療制度のお知らせ

01 被保険者証の更新時期は88月11日（金）です！
　7月中旬に新しい被保険者証を送付しますので、8月 1 日

（金）から新しい被保険者証を医療機関などの窓口で提示し

てください。

　保険料の納付状況によっては、有効期限が短い保険証

（短期被保険者証）を送付することがあります。保険料

納付が困難な事情がある場合は早めに相談してください。

　一部負担金の割合は、同一世帯内の被保険者の平成

25 年中の所得により算出された平成 26 年度の住民税

課税所得と平成 25年（1月から 7月までは平成 24年）

中の収入額をもとに計算しています。

　なお、世帯状況の異動や所得の更正などにより、随時

変更されることがあります。

02 医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額など

　医療機関での窓口負担額や医療費が高額になったときの自己負担限度額などは次表のとおりです。

区
分

一部
負担
金の
割合

自己負担限度額 ( 月額 )
入院時の食事代
の標準負担額　
(1 食当たり )

該当条件
個人単位
[ 外来 ]

世帯単位
[ 入院含む ]

現
役
並
み
所
得
者

３割 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％

[44,400 円 ]※ 1

260 円

　同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の被保険者がい
る世帯の人。ただし、住民税課税所得 145 万円以上でも収
入額（年金や給与などの合計）が一定の金額に満たない人（注）
は、役場または各地域局に申請することにより「一般」の区
分となります。
（対象となる可能性がある人には申請書を送付しています）

一般 １割 12,000 円 44,400 円 260 円「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人

低
所
得

Ⅱ

1割 8,000 円

24,600 円
210 円

[160 円 ]※ 2 世帯員
全員が
住民税
非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000 円 100 円

○ 各所得が必要経費・控除（公的年金等控除額を
80 万円として計算）を差し引いたときに０円と
なる人
○老齢福祉年金の受給者

※１　［　］内は過去 12ヵ月以内にすでに 3回以上高額療養費が支給されている場合、4回目からの額

※２　［　］内は過去 12ヵ月の入院日数が 90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）

( 注 )　○同一世帯に被保険者が一人の場合　⇒被保険者の収入額…383 万円 

　　　○同一世帯に被保険者が一人で 70歳以上 75歳未満の人がいる場合

　　　　⇒被保険者と 70歳以上 75歳未満の人全員の収入合計額…520 万円

　　　○同一世帯に被保険者が複数いる場合　⇒被保険者全員の収入合計額…520 万円
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

03 限度額適用・標準負担額減額認定証の更新時期は88月11日（金）です！
　世帯員全員が住民税非課税（右表の区分で低所得

Ⅰ・Ⅱに該当）の人は、「限度額適用・標準負担額

減額認定証」を提示することで、医療機関ごとに1ヵ

月間に支払う一部負担額が、外来・入院とも区分に

応じた限度額までとなり、入院時の食事代も減額さ

れます（柔道整復、鍼
しんきゅう

灸、あんまマッサージの施術などは除く）。

　現在、減額認定証をお持ちで 8月以降も引き続

き対象となる人には、新しい減額認定証を被保険者

証と一緒に送付する予定です。

　世帯員全員が住民税非課税の人で、減額認定証の

申請をされていない場合は、役場または各地域局で

申請してください。

04 保険料について

　後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりの所得に応じた保険料をご負担いただいています。

　個別の保険料額は「平成 26 年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」をご覧ください。

※ 総所得金額等とは、平成 25 年中の収
入額から公的年金等控除額や給与所
得控除額などを差し引いた額であり、
所得控除額（社会保険料控除額、扶
養控除額など）は含みません。

◇ 保険料の計算方法

　平成 26 年度の年間保険料は、均等割額と平成 25 年中の所得を基に計算した所得割額の合計となります。

年間保険料
（最高 57万円）

所得割額
（総所得金額等※－33万円）×9.70％

均等割額

（47,603 円）＝ ＋

◇ 保険料の軽減制度

①均等割額の軽減

　同一世帯内（世帯主と世

帯内の被保険者）の平成

25 年中の総所得金額等が

一定の金額以下の場合、対

象となります（軽減割合は

右表のとおり）。

　総所得金額等から基礎控除額 33万円を引いた

額が 58万円（年金収入のみの場合は収入金額が

211 万円）以下の場合に対象となり、所得割額

が 5割軽減されます。

②所得割額の軽減

　後期高齢者医療制度に加入する前日に被用者保

険（会社の健康保険、船員保険、共済組合など）

の被扶養者だった人が対象となり、均等割額は 9

割軽減に、また所得割額は全額免除されます。

③被扶養者だった人の軽減

◇ 保険料の減免制度

　次のいずれかに該当する場合、申請により保険料の減免を受けることができます。

　・災害で大きな損害を受けた場合

　・所得の著しい減少があった場合

　・ 他の被保険者や世帯主が死亡したことなどにより、世帯の所得が軽減判定基準以下となる場合

　・一定期間給付の制限を受けた場合

◇ 保険料の支払方法

①年金からの支払い【特別徴収】

　特に手続きは必要はありません。

　また、口座振替による支払いに変更することが

できます。詳しくは役場または各地域局にご相談

ください。

②口座振替や納付書での支払い【普通徴収】

　7月から翌年 3月まで、毎月、納付いただきます。

　年金の受給額が年額 18万円未満の人や後期高

齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年

金受給額の 1/2 を超える人が対象です。

総所得金額等（被保険者と世帯主の合計）が
次の基準以下の世帯

軽減割合
（カッコ内は軽減後の年間均等割額）

基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の所得が 0円
　（公的年金等控除額は 80万円として計算）

　9割（4,760 円）

上記以外  8.5 割（7,140 円）※

 基礎控除額（33万円）＋ 24.5 万円×被保険者数 　5割（23,801 円）

基礎控除額（33万円）＋ 45万円×被保険者数 　2割（38,082 円）

※本来は 7割軽減ですが、特例措置で 8.5 割軽減となっています。
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町
正
規
職
員

■
職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験

　

【
第
１
次
試
験
】

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　

・
香
住
文
化
会
館

　

▼
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験
と

性
格
検
査
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
土
木

職
は
作
文
試
験
に
替
え
て
専
門
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

【
第
２
次
試
験
】

　

10
月
26
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
試
験
時
間
や
会
場
な
ど
は
第
１
次
試

験
合
格
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
備
え
付
け
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
19
日
（
火
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
19
日
（
火
）

必
着
）。

※ 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格を失います。

職種
採用予定人数

勤務先・主な業務内容 受験資格など

一般事務職

4 人
　役場本庁舎や各地域局などで一般
行政の業務に従事します。

　昭和 63 年 4月 2日以降に生まれた人で、高等学校
以上の学校を卒業した人、または平成 27 年 3月末ま
でに卒業見込みの人

土木職（初級職）

1 人
　役場上下水道課や建設課などで工
事の設計、施工管理などの業務に従
事します。

　同上

医療事務職

1 人
　公立香住病院で医療事務に従事し
ます。

　同上

保健師

1 人
　役場本庁舎や各地域局などで保健
指導などの業務に従事します。

　昭和 61 年 4月 2日以降に生まれた人で、保健師の
免許を持つ人、または平成 27 年３月末までに取得見
込みの人※

歯科衛生士

1 人
　役場本庁舎や各地域局などで歯科
衛生指導などの業務に従事します。

　平成 2年 4月 2日以降に生まれた人で、歯科衛生士
の免許を持つ人、または平成 27 年３月末までに取得
見込みの人※

幼稚園教諭

2 人
　町内の幼稚園で園児の教育に従事
します。また、町内の保育所などで
保育に従事する場合もあります。

　昭和 63 年 4月 2日以降に生まれた人で、幼稚園教
諭の免許および保育士の資格を持つ人、または平成
27年 3月末までにいずれも取得見込みの人※

町
・
公
立
香
住
病
院
の
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

町
正
規
職
員
…
役
場
総
務
課
、
公
立
香
住
病
院
正
規
職
員
…
同
病
院
事
務
局

公
立
香
住
病
院
正
規
職
員

■ 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格
な
ど

　

薬
剤
師
、
看
護
師
…
各
１
人

　

い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
師
ま
た
は
正
看
護
師

の
免
許
を
持
つ
か
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

※ 

い
ず
れ
の
職
種
も
期
限
ま
で
に
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
試
験
に
合
格
し
て
も
採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日

■
試
験

　

▼
と
き
・
と
こ
ろ

 　
　

・
９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

※
時
間
は
応
募
者
に
個
別
に
通
知

　
　

・
公
立
香
住
病
院

　

▼
内
容

　
　

 　

事
務
能
力
の
試
験
と
性
格
検
査
お
よ
び

個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
免

許
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
ま
た
は
免
許
取
得

見
込
証
明
書
を
添
付
し
て
同
病
院
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

■
提
出
期
限

　

８
月
19
日
（
火
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
19
日
（
火
）
必
着
）。
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町
で
は
、雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
を
図
る
た
め
「
企
業
立
地
促
進
条
例
」

と
「
若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

企
業
・
事
業
所
の
新
規
雇
用
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

新
規
雇
用
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
へ

企業立地促進条例 若者雇用促進奨励金交付要綱

内容

一定要件を満たす新・増設の企業を対象

とし、工場などの設置や新規雇用を奨励

するもの

※ 新・増設着工後の申請は対象になりま

せんのでご注意ください　

企業立地促進条例の対象外の新・増設の

企業やすでに操業している事業所での若

者の雇用を奨励するもの

交付対象となる雇用条件
町内に住所を有する人を新規に雇用

※年齢制限はありません

町内に住所を有する 35 歳未満の人を新

規に雇用

交付対象となる投資額
土地、建物、償却資産の取得費が 5,000

万円以上
無し

業種

農林業、漁業、製造業、情報通信業、運

輸業、卸売業、飲食業、宿泊業、サービ

ス業

指定は無し

除外企業
風俗営業および性風俗関連特殊営業の企

業

・ 風俗営業および性風俗関連特殊営業の

事業所

・ 町から運営費などの補助を受けている

事業所

従業員の身分

次のすべてを満たす、常時雇用される人

・ 雇用期間に定めがないこと

・ 雇用、社会保険に加入していること

同左

交付対象人数 初年度は 3人以上 1人から

交付対象時期 工場などの新増設のときから 5年間 対象者があれば毎年でも可

交付額 1人あたり 15万円 1人あたり 10万円

交付限度額 600 万円 無し

交付対象になる雇用年数 1年以上 3年以上

奨励金の請求 雇用した日から 1年後 同左

交付対象となる被雇用者の

雇用年数経過後の報告義務
必要無し 雇用した日から 3年後に報告必要

条例と要綱の概要

起業・創業支援制度のご紹介
新たに起業・創業する皆さんへ

●問い合わせ先　役場観光商工課・各地域局

　

町
内
の
雇
用
拡
大
や
産
業
振
興
を
図
る
た

め
、
町
内
で
新
た
に
創
業
を
目
指
す
起
業
家

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

申
請
日
に
満
20
歳
以
上
の
町
内
に
住
所
が

あ
る
人

②
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
人

③
町
内
で
事
業
を
営
む
予
定
の
人

④ 

兵
庫
県
指
定
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

を
営
む
予
定
の
人

※ 

創
業
後
の
申
請
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
要
件

　

創
業
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
次
の
経
費

に
係
る
総
額
が
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
経
費

・
研
修
、
法
人
登
記
の
経
費

・
広
告
宣
伝
費

・ 

事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
開
設
費
（
設
備
費
、

備
品
購
入
費
な
ど
）

助
成
の
額

 

50
万
円
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
…

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
猶
予
）
さ
れ
る
次
の
３
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
が
全
額
免
除

ま
た
は
一
部
納
付
な
ど
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
一
部
納
付
の
場
合
に
お
い
て
保
険
料
を

納
付
し
な
い
場
合
は
「
未
納
期
間
」
と
な
り

ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。

※ 

今
年
４
月
の
国
民
年
金
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

①
〜
③
の
す
べ
て
で
申
請
可
能
期
間
が
拡
大
し
、

過
去
２
年
１
ヵ
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除

（
猶
予
）
申
請
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
で
き
ず
、
ま

た
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が
あ

る
人
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

①
の
う
ち
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
人
、
ま

た
②
、
③
の
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
人
が
、
申

請
時
に
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
承
認
を
希
望

す
る
場
合
、
申
請
は
不
要
で
す
（
①
の
う
ち
一

部
納
付
の
場
合
は
必
要
）。

※ 

失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除
の
承
認
を

受
け
、
翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
承
認
を
希
望

す
る
場
合
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

免
除
（
猶
予
）
の
審
査
の
際
に
は
、
前
年
度
の

所
得
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
前
に
必
ず
所
得
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

①
の
承
認
を
受
け
た
場
合
、
納
付
を
免
除
さ
れ

る
期
間
は
受
給
資
格
期
間
（
将
来
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

　

今
年
４
月
分
か
ら
来
年
３
月
分
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
５
２
５
０
円
で
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納

付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
未
納
者
に

対
し
て
保
険
料
の
督
促
や
延
滞
金
の
追
徴
な

ど
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
得
が
少
な

い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

下
記
の
免
除
・
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
年
金
事
務
所
が
出
張
年
金
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
な

ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、

委
任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

年
金
に
疑
問
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

出
張
年
金
相
談
窓
口
を
開
設

と
き

　

７
月
16
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

　

役
場
本
庁
舎
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香
美
町
農
業
委
員
会
の
新
体
制
が
決
定
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

香
美
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
農
林
水
産
課
内
）

農
地
を
守
り
、
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
各
区
の
選
挙
区
で
い
ず
れ
も

定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
な
か
っ
た
た

め
、
無
投
票
で
計
19
人
（
香
住
区
選
挙
区

７
人
、
村
岡
区
小
代
区
選
挙
区
12
人
）
が

決
定
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
町
議
会
か

ら
４
人
、
農
業
協
同
組
合
か
ら
１
人
の
委

員
が
推
薦
さ
れ
、
合
計
24
人
の
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。（
そ
れ
ぞ
れ
任
期
は
、
平

成
29
年
４
月
20
日
ま
で
）

　

ま
た
、
５
月
26
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た

委
員
会
で
、
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
が

選
出
さ
れ
、
下
表
の
よ
う
な
新
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
農
業
委
員
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

担
当
地
区
を
設
け
て
い
ま
す
。
農
地
の
売

買
や
転
用
、
貸
し
借
り
な
ど
農
地
の
利
用

に
つ
い
て
、
質
問
や
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
区
の
担
当
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
地
法
に
係
る
許
可
申
請
な
ど
に
つ
い
て

　

原
則
、
農
地
法
に
係
る
許
可
申
請
な
ど

は
、
毎
月
５
日
（
閉
庁
日
の
場
合
は
直
前

の
開
庁
日
）
が
提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

許
可
申
請
書
の
受
け
付
け
後
、
農
業
委

員
に
よ
る
現
地
確
認
な
ど
を
経
て
、
定
例

会
で
審
議
を
行
い
、
申
請
内
容
が
適
正

で
あ
り
許
可
相
当
な

も
の
に
つ
い
て
は
許

可
証
を
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
許
可
権
限

が
県
知
事
に
あ
る
も

の
は
、
さ
ら
に
日
数

を
要
し
ま
す
。

役職 委員名 区名 担当地区 選出区分

会長 西田 英喜 村岡区 日影 用野・鹿田・大糠・光陽・市原 選挙

会長職務代理者 藤原 敏和 小代区 石寺 神場・広井・水間・石寺・猪之谷 議会推薦

委員

中川 君雄 香住区 西香住 境・一日市・若松・香住 議会推薦

吉田 健治 七日市 西香住・七日市・駅前・森 選挙

吉川 正人 下浜 間室・油良・矢田・下浜 選挙

高田 勝 丹生地 九斗・米地・丹生地・西下岡・下岡 選挙

亀村 庄二 下岡 上岡・隼人・浦上・上計・沖浦 農協推薦

野畑 輝行 隼人 畑・大梶・三川・土生・本見塚 選挙

常榮 昭 無南垣 相谷・奥安木・浜安木・訓谷・無南垣 選挙

原 君枝 三谷 守柄・加鹿野・三谷・大谷 議会推薦

中村 成一 大谷 大野・小原・中野・藤・八原 選挙

橋本 幸長 市午 市午・梶原・浜・西・御崎・鎧 選挙

伊澤 敏行 村岡区 東上 東上・東中・本町・野々上・殿町・水上・川上・中西・新町・西本町 選挙

田中 敬二 板仕野 相田・神坂・萩山・板仕野 選挙

東垣 典雄 耀山 高井・寺河内・耀山 選挙

山本 薫 口大谷 福岡・八井谷・大野・口大谷・中大谷・大笹 選挙

田中 市郎 森脇 高坂・池ヶ平・和池・森脇 選挙

黒田 益生 日影 黒田・宿・日影・作山 議会推薦

古川 功兒 長板 入江・和田・長板・熊波・柤岡・丸味 選挙

天良 敬次 味取 川会・高津・長須・味取・原 選挙

山本 太一 山田 和佐父・長瀬・山田・小城・境 選挙

門垣 日出男 小代区 実山 実山・平野・茅野・貫田・忠宮 選挙

田野 佐代子 新屋 新屋・秋岡・東垣・佐坊・鍛治屋・熱田 選挙

毛戸 誠 神水 野間谷・久須部・大谷・城山・神水 選挙

～ 香美町農業委員会の委員の皆さん ～

香美町農業委員会委員と担当地区など
（敬称略、会長・会長職務代理以外は行政区順）
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耐
震
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

香
住
第
一
中
学
校

改
築
・
耐
震
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

村
岡
小
学
校
・
幼
稚
園

管理棟

多目的棟

柔剣道場

グラウンド

昇降口棟

普
通
教
室
棟

工
事
関
係
車
両
出
入
口

生徒用通学路（Ｗ＝1.0以上）

仮囲い（成型鋼板など）

（図 1）夏休み期間の仮設工事計画

（図 2）2学期以降の仮設工事計画

管理棟

多目的棟

柔剣道場

グラウンド

昇降口棟

普
通
教
室
棟

工
事
関
係
車
両
出
入
口

生徒用通学路（Ｗ＝1.0以上）

仮囲い（成型鋼板など）

　

６
月
18
日
開
催
の
町
議
会
で
、
香
住
第
一

中
学
校
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工
事
の

契
約
案
件
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
株

本
・
西
山
・
北
村
特
別
共
同
企
業
体
と
４
億

９
６
８
０
万
円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
普
通
教
室
棟
（
北
側
校
舎
）

お
よ
び
昇
降
口
棟
の
耐
震
補
強
と
普
通
教
室

棟
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
、
内
装
・
外
装
の
補
修
、
老
朽
化
し
た
設

備
の
更
新
な
ど
を
行
う
計
画
で
、
現
在
、
着

　

６
月
18
日
開
催
の
町
議
会
で
①
村
岡
小
学

校
特
別
教
室
棟
・
村
岡
幼
稚
園
改
築
工
事
②

村
岡
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模

改
修
工
事
―
―
の
各
契
約
案
件
が
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
①
は
西
岡
・
西
村
・
古
家
特

別
共
同
企
業
体
と
３
億
３
２
５
３
万
２
千
円

工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
夏

休
み
か
ら
本
格
的
な
工
事
を
始
め
る
予
定
で

す
（
平
成
27
年
２
月
に
完
成
予
定
）。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
は
安
全
確
保
の
た
め

中
学
校
敷
地
内
の
通
り
抜
け
を
制
限
（
車
両

通
行
不
可
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
図
１
、

２
の
と
お
り
）。

　

長
期
間
の
工
事
に
伴
い
、
生
徒
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
②
は
但
南
・
北
村
工
務
店
特
別
共
同
企
業

体
と
１
億
５
３
９
０
万
円
で
―
―
そ
れ
ぞ
れ

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

特
別
教
室
・
幼
稚
園
棟
は
、
町
内
産
木
材

を
使
っ
た
木
造
平
屋
建
て
９
９
８
㎡
で
、
小

学
校
部
分
に
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
理
科
室
、

家
庭
科
室
、
図
工
室
を
、
幼
稚
園
部
分
に
は

遊
戯
室
、
保
育
室
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
職
員

室
、
保
健
室
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

体
育
館
は
、
耐
震
補
強
と
器
具
庫
な
ど
の

増
築
、
屋
根
の
葺
き
替
え
、
内
装
木
質
化
な

ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
か
ら
本
格
的
な
工
事
を
始

め
る
予
定
で
す
（
平
成
27
年
２
月
に
完
成
予

定
）。

　

昨
年
度
の
校
舎
耐
震
改
修
工
事
に
引
き
続

き
、
長
期
間
、
児
童
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▲整備後の村岡小学校・幼稚園（イメージ）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
26
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

税
率
な
ど
の
決
定

　

平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

税
の
税
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
①
医
療
費
給
付
費

分
は
現
行
と
同
額
の
51
万
円
に
②
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
は
現
行
の
14
万
円
か
ら
16
万
円

に
③
介
護
納
付
金
分
は
現
行
の
12
万
円
か
ら

14
万
円
に
―
―
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
す
。

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
25
年
中
の

所
得
の
合
計
が
基
準
以
下
の
場
合
、
均
等
割

額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
加
入
者
の
年
齢
に
よ
り
算
定
方

法
が
異
な
り
ま
す
。

　

▼
40
歳
未
満
は
①
＋
②

　

▼
40
歳
以
上
65
歳
未
満
は
①
＋
②
＋
③

　

▼
65
歳
以
上
75
歳
未
満
は
①
＋
②

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）

区分
①

医療給付費分

②

後期高齢者支援金分

③

介護納付金分

所　得　割 6.21％ 1.72％ 2.12％

資　産　割 19.73％ 5.50％ 6.88％

均　等　割 21,340 円 5,980 円 9,220 円

平　等　割 19,160 円 5,360 円 5,440 円

課税限度額 51万円 16万円 14万円

（表 1）平成 26 年度 国保税 税率表

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 25 年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33 万円）× 税率
　・資産割額＝平成 26 年度の家屋 ･土地に係る固定資産税額 × 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

基準所得 軽減割合

33 万円 7割

33万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 245,000 円

5 割

33 万円＋（被保険者数＋特定同一
世帯所属者数※）× 450,000 円

2 割

（表 2）所得による軽減割合

※特定同一世帯所属者とは…
　 後期高齢者医療制度に移行し継続して同じ国保
世帯にいる人

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

町
民
運
動
「
体
力
づ
く
り
」
の
一
環
に（

３
つ
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
に
は

も
れ
な
く
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）。

　

体
力
づ
く
り
や
新
た

な
仲
間
づ
く
り
の
場
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
「
香
美
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
で
行
わ
れ
る
左
表
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
を
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
つ
な
ぐ
も
の
。
３
つ
以
上
ス
タ
ン
プ

を
集
め
た
参
加
者
の
中
か
ら
、
合
計
距
離
の

上
位
３
人
に
町
内
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す

種類・開催日 名称 問い合わせ先

大会

5 月 25 日　＊
山陰海岸ジオパーク 110㎞
ウォーク in 名勝香住海岸

役場観光商工課

6月 1日　＊ 蘇武岳町民ハイキング 村岡区中央公民館

6月 1日　＊
ハチ北高原ダイエット
ウォーキング

香美町村岡観光協会
（℡ 94・0123）

9月 28 日
村岡ダブルフルウルトラ
ウォーキング

同実行委員会
（℡ 94・0298）

10 月 19 日
「秋の兎和野・瀞川平」
山岳歩こう会

兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

11 月ごろ 蘇武岳ハイキング 村岡区中央公民館

11月 1～ 2日 但馬牛ゆったりウオーク 同実行委員会（小代地域局内）

3月 8日 スノーシューで歩こう
兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

体験

9 月 6日 ノルディックウォーク体験
兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

3月 7日
挑戦！クロスカントリー
スキー

同上

教室

4 ～ 12 月の
月 1回土曜日

ノルディックウォーク講座
（ノルウォークでらっく楽 )

村岡区中央公民館

6～ 12月の
毎週金曜日

ノルディックウォーク教室
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
（℡ 36・2467）

6～ 8月の
毎週水曜日

水中歩行教室 役場健康課

未定 健康課ウォーキング教室 同上

香美町ウォーキングスタンプラリー対象事業一覧
＊印はすでに終了したもの（本号発行日現在）
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

め
ざ
そ
う
！　

し
っ
か
り
朝
ご
は
ん

　
　
　
　
　

〜 

朝
食
は
、
元
気
な
一
日
を
始
め
る
大
切
な
「
ス
イ
ッ
チ
」
〜 

　

前
号
に
引
き
続
き
、
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
早
起
き
早

寝
朝
ご
は
ん 

こ
ま
め
に
動
い
て
プ
ラ
ス
１
０
０
０
歩
」

に
沿
っ
て
健
康
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
朝
食
」。「
一
日
の
は
じ
ま

り
は
朝
食
か
ら
」
と
も
言
い
ま
す
。
毎
日
を
活
動
的
に

過
ご
す
た
め
の
大
切
な
ス
イ
ッ
チ
、
皆
さ
ん
は
し
っ
か

り
と
「
Ｏ
Ｎ
」
に
し
て
い
ま
す
か
。

朝
食
は
大
切
な「
ス
イ
ッ
チ
」

朝
食
と
体
内
時
計
の
関
係

太
り
た
く
な
い
人
は
朝
食
を

　

私
た
ち
の
脳
は
〝
ブ
ド
ウ
糖
〞
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
使
っ
て
い
ま
す
。
朝
起
き
た
と
き
に

「
頭
が
す
っ
き
り
し
な
い
」「
ボ
ー
っ
と
す
る
」

の
は
、
寝
て
い
る
間
に
ブ
ド
ウ
糖
を
使
っ
て

足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　

朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
足
り
な
く
な
っ
た

ブ
ド
ウ
糖
を
補
給
で
き
ず
「
体
は
動
い
て
も
、

頭
は
ぼ
ん
や
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
。

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
を
朝

食
で
し
っ
か
り
と
補
給
し
、
元
気
な
一
日
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
主
食
と
な
る
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
に

は
、
ブ
ド
ウ
糖
の
も
と
に
な
る
炭
水
化
物
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
食
を
し
っ
か
り

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
脳
が
刺
激
さ
れ
、
脳

の
目
覚
め
に
役
立
ち
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
度
の
町
ぐ
る
み
総
合
健
診

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
朝
食
を

と
ら
な
い
こ
と
が
「
週
に
３
日
以
上
」
あ
る

人
の
割
合
は
、
女
性
よ
り
男
性
で
高
く
、
特

に
働
き
盛
り
の
20
〜
40
代
で
20
％
を
超
え
て

い
ま
す
（
下
図
の
と
お
り
）。

　

朝
食
は
一
日
を
活
動
的
に
過
ご
す
た
め
の

大
切
な
「
ス
イ
ッ
チ
」。
毎
朝
「
Ｏ
Ｎ
」
に

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
ず
れ
」を
リ
セ
ッ

ト
し
な
い
と
体
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
掛
け

る
こ
と
に
な
り
、
不
眠
症
や
う
つ
病
な
ど
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
方
法
と
し
て

「
毎
日
同
じ
時
間
に
起
き
る
」「
朝
日
を
浴
び

る
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
「
起
床
後
１
時
間
以
内
に
朝
食
を
と
る
」

こ
と
も
大
変
重
要
で
、
食
事
の
刺
激
は
体
内

時
計
の
リ
セ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
食
事
と
食
事
の
間
隔
が
空
く
ほ
ど
、

そ
の
効
果
は
増
し
ま
す
。
夕
食
を
と
っ
た
後
、

夜
食
な
ど
を
食
べ
す
に
き
ち
ん
と
朝
食
を
と

る
。
こ
れ
で
朝
の
リ
セ
ッ
ト
は
完
了
。
午
前

中
か
ら
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
日
、
規
則
正
し
く
三
食
と
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
体
内
時
計
は
快
適
な
リ
ズ
ム
を
刻

ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

「
朝
食
を
と
ら
な
け
れ
ば
痩
せ
る
」
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
調
査
で
は
、
朝
食

0

10

20

30

40

50

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
〜
74
歳

（％）

男性

女性

平成 25 年度 町ぐるみ総合健診アンケート結果を抜粋

朝食をとらないことが朝食をとらないことが

「週に 3日以上」ある人の割合「週に 3日以上」ある人の割合

　

人
間
の
体
に
は
「
体
内
時
計
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

睡
眠
や
体
温
、
血
圧
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な

ど
を
つ
か
さ
ど
る
大
切
な
機
能
で
、
生
活
リ

ズ
ム
を
保
ち
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
な
ど
に
よ
る

と
、
体
内
時
計
は
24
時
間
で
は
な
く
25
時
間

と
も
言
わ
れ
、
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が

を
食
べ
な
い
人
は
、
食
べ
る
人
に
比
べ
て
４

・
５
倍
も
肥
満
の
危
険
性
が
高
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

食
事
の
回
数
を
減
ら
す
と
、
か
え
っ
て
昼

食
や
夕
食
の
量
が
増
え
ま
す
。
ま
た
食
事
と

食
事
の
間
隔
が
長
く
な
っ
て
、
体
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
よ
う
と
し
、
結
果
、
太
り
や
す

い
体
質
に
。
左
図
の
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
」
を
参
考
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
朝
食
を

と
っ
て
、
午
前
中
か
ら
し
っ
か
り
活
動
す
れ

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
も
上
が
り
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▲ 農林水産省ホームページから抜粋
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

?
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
っ
て

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
っ
て

　

何
だ
ろ
う
？

　

何
だ
ろ
う
？

き
上
が
っ
て
き
て
、
太
平
洋
で
は
、
東
と
西

の
海
面
水
温
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
海
水
温
の
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

沖
で
は
、
積
乱
雲
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、

多
く
の
雨
が
降
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
原
因
で
貿
易
風

が
弱
く
な
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
沖

に
あ
っ
た
暖
か
い
海
水
が
、
東
側
へ
広
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ペ
ル
ー
沖
で

は
冷
た
い
海
水
の
湧
き
上
が
り
が
抑
え
ら
れ
、

水
温
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
す
。

こ
う
な
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
沖
の
対

流
活
動
が
活
発
で
は
な
く
な
り
、
日

本
付
近
へ
の
太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出
し
が

弱
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
夏

が
低
温
、
多
雨
、
日
照
不
足
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
が
長
び
く
恐
れ
も
あ
る

の
で
、
気
象
情
報
に
注
意
し
、
局
所
的
な
大

雨
な
ど
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
今
夏
は
５
年

ぶ
り
に
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が

発
生
し
、
秋
に
か
け
て
続
く
可
能
性
が

高
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
っ
た

現
象
で
、
日
本
列
島
に
ど
う
影
響
が
出

る
の
で
し
ょ
う
か
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
と
は
、
南
米

ペ
ル
ー
沖
の
太
平
洋
で
海
水
温

が
い
つ
も
よ
り
高
く
な
り
、
そ
の
状
態

が
１
年
程
度
続
く
も
の
で
す
。

通
常
、
赤
道
近
く
の
太
平
洋
で
は

東
か
ら
西
へ
「
貿
易
風
」
が
吹

い
て
い
て
、
太
陽
で
暖
め
ら
れ
た
ペ

ル
ー
沖
の
海
水
が
西
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

西
に
集
め
ら
れ
た
海
水
の
分
だ
け
、
ペ

ル
ー
沖
の
深
海
か
ら
冷
た
い
海
水
が
湧

貿易風

暖かい海水

インドネシア近海 ペルー近海

冷たい海水

■通常時■通常時

貿易風

暖かい海水

冷たい海水

インドネシア近海 ペルー近海

■エルニーニョ現象■エルニーニョ現象

①
香
美
町
海
の
祭
典
「
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

　
　

７
月
26
日
（
土
）
香
住
浜
一
帯

　
　

※ 

夢
但
馬
２
０
１
４
登
録
事
業
と
し
て
昨
年

よ
り
３
０
０
発
多
い
２
８
０
０
発
の
花
火

が
夜
空
を
染
め
上
げ
ま
す
。

②
た
け
の
海
上
花
火
大
会

　
　

７
月
30
日
（
水
）
竹
野
浜
海
水
浴
場

③
や
ぶ
ふ
る
さ
と
祭
花
火
大
会

　
　

８
月
16
日
（
土
）
養
父
市
養
父
地
域
局
周
辺

④
和
田
山
地
蔵
ま
つ
り
花
火
大
会

　
　

８
月
23
日
（
土
）
朝
来
市
和
田
山
町
内

▼
浜
坂
川
下
祭
花
火
大
会

　

７
月
20
日
（
日
）
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ

▼
八
鹿
夏
祭
り

　

７
月
20
日
（
日
）
養
父
市
八
鹿
町
内

▼
日
高
夏
祭
り

　

７
月
27
日
（
日
）
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
周
辺

▼
豊
岡
柳
ま
つ
り

　

８
月
２
日
（
土
）
円
山
川
河
川
敷

▼
朝
来
夏
ま
つ
り

　

８
月
16
日
（
土
）
朝
来
市
役
所
朝
来
庁
舎
付
近

▼
朝
来
市
山
東
夏
祭
り

　

８
月
19
日
（
火
）
朝
来
市
山
東
町
矢
名
瀬
周
辺

▼
せ
き
の
み
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

８
月
30
日
（
土
）
養
父
市
関
宮
地
域
局
周
辺

　

「
夢
但
馬
リ
レ
ー
花
火
」
の
応
募
方
法
や
、

各
花
火
会
場
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
夢
但
馬

２
０
１
４
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

ta
jim
a
.o
r.jp
/yu
m
e
ta
jim
a
/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

賑
わ
う
浜
辺
、
お
い
し
い
空
気
を
楽
し
む

高
原
―
―
。

　

夏
は
ま
る
ご
と
但
馬
の
季
節
で
す
。

　

そ
し
て
、
夜
空
に
舞
う
花
た
ち
が
皆
さ
ん

を
待
っ
て
い
ま
す
。
但
馬
各
地
で
開
催
さ
れ

る
夏
祭
り
で
、
こ
の
夏
一
番
の
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
４
会
場
の
花
火
で
は
「
夢
但
馬
リ

レ
ー
花
火
」
と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
キ
ー
ワ
ー

ド
花
火
が
打
ち
上
が
り
、
こ
れ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
但
馬
地
域
の
特
産
物
が

も
ら
え
ま
す
。

★
夢
但
馬
リ
レ
ー
花
火

★
そ
の
他
の
花
火
大
会

こちら

情報局

夢但馬

●問い合わせ先　役場企画課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
生
活
習
慣
病
や
認

知
症
、
ま
た
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
予
防
に
お
す
す
め
な
の
が
、

２
本
の
ポ
ー
ル
（
杖
）
を
使
っ
て
歩
く
「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」。
今
回
は
そ
の

効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て

　

両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
通
常

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
１
・
４
倍
の
運

動
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
酸
素
運

動
が
血
流
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
予
防

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

介
護
・
転
倒
予
防
と
し
て

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
安

定
し
た
歩
行
が
可
能
と
な
り
、
転
倒
の
リ

ス
ク
が
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
膝
や
腰

な
ど
の
関
節
、
そ
し
て
筋
肉
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
も
少
な
く
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
運

動
で
き
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
効

果
的
で
す
。

地
域
で
の
活
動
に
お
す
す
め
！

　

香
美
町
で
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
て
、
地
域
で

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
自
主
的
な
活
動

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
楽
し
く
介
護
予
防
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

▲ 友人とおしゃべりを楽しみながら、心地よい
汗をかいてみませんか

・いきいき相談センター

・香住Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　℡ 0796・36・2467

・村岡区中央公民館

　　℡ 0796・98・1366

ノルディックウォークの
ご相談は…

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ オンラインゲームの決済トラブル ～～～～～～～～～～～～～～～ オオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンンンンララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲームムムムムムムムムムムムムムムののののののののののののののの決決決決決決決決決決決決決決済済済済済済済済済済済済済済トトトトトトトラララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルル ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ オオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンンンンララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲーーーームムムムムムムムムムムムムムムののののののののののののののの決決決決決決決決決決決決決決済済済済済済済済済済済済済済トトトトトトトラララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルル ～～～～～～～～～～～～～～～
【事例】

　小学生の娘に私のスマホを渡し、オンラ

インゲームで遊ばせていた。

　一度クレジットカードでアイテムを購入

し、その後も「1回 100 円程度なら」と思い、

私がパスワードを入れて購入させていた。

　後日カード会社からの請求額が 8万円に

なっていて驚いた。どうも、一度パスワー

ドを入れるとその後何分かはパスワード

なしで何度もアイテムが購入できたようだ。

具体的な状況については娘もよく覚えては

おらず、はっきりしたことは分からない。

　どう対応したら良いか。

【ひとことアドバイス】

◇ スマホに一度入力したクレジット

カード番号が、一定時間有効なま

まになっていて、子どもが有料ア

イテムを購入できてしまうほか、

子どもがカードを勝手に持ち出し、

番号を入力するなど、クレジット

カード決済に関する相談が多く寄

せられています。

◇ クレジットカードの十分な管理は

もちろんのこと、子どもにクレ

ジットカードの仕組みなどを教え

ることも大切です。

◇ スマホやゲーム機などについて理

解するとともに、ゲームの料金体

系、決済方法についても確認し、

ゲームの遊び方やルールについて

子どもとよく話し合いましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？



15 －広報 ふるさと香美 2014.7

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

 

「
残
酷
」
コ
ー
ス
を
２
１
０
５
人
が
疾
走
！

　

第
22
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

　

６
月
８
日
に
小
代
区
内
で
行
わ
れ
た

第
22
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
２
１
０

５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
全
長
24
㎞
、
高

低
差
約
４
０
０
ｍ
の
山
岳
部
特
有
の
う

ね
り
の
あ
る
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
時
の
気
温
は
30
度
超
、
終
盤
に
は
突

然
の
降
雨
と
、
気
象
条
件
も
「
残
酷
」
そ
の
も
の
。

し
か
し
、
ラ
ン
ナ
ー
は
そ
れ
ら
を
物
と
も
せ
ず
自

ら
の
限
界
に
挑
み
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、ラ
ン
ナ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
給
水
所
で
は
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
小
代
小
、
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
た
ち
が
「
頑
張
れ
」
と
声
援
を
送

り
な
が
ら
、
冷
た
い
飲
料
水
や
バ
ナ
ナ

な
ど
を
手
渡
し
。
県
立
村
岡
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
同
校
生
徒
に
よ
る
踊
り

の
ほ
か
、
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
は
有
名
人

の
も
の
ま
ね
を
披
露
す
る
強
者
も
い
て
、

ラ
ン
ナ
ー
と
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
１
人
は
「
多
く
の
人
と
触

れ
合
え
る
こ
の
大
会
は
、
年
に
１
回
の

里
帰
り
の
よ
う
で
、
と
て
も
落
ち
着
い

た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
沿
道
の
応
援

も
最
高
で
す
。
た
だ
、
コ
ー
ス
の
厳
し

さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
…
」
と
苦
笑

し
な
が
ら
も
、
来
年
の
参
加
も
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
大
会
の
優
勝
者
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
省
略
）。

　

男
子
総
合
の
部
▼
田
野
昌よ

し
て
る輝

（
小
代

区
新
屋
）
１
時
間
25
分
23
秒
、
女
子
総

合
の
部
▼
吉
住
友
里
（
大
阪
府
）
１
時

間
40
分
18
秒

▲ 元気にスタートするランナーたち

　神戸税関名誉署長に前但馬漁業協同組合代表理事

組合長の吉岡修一さんが再委嘱されることとなり、

ファミリーイン今子浦（香住区境）で 6月 5日、委

嘱式が行われました。

　式典では、浜上町長をはじめ美方警察署長や香住

海上保安署長など地元関係者が見守る中、長島敏明

神戸税関長から委嘱状が手渡されました。吉岡さん

は平成 6年から名誉署長を務められ、今回が 11 期

目となります。

　税関の名誉署長制度は平成元年に始まったもの。

税関官署から比較的遠方の地域において、各地域の

実情に精通し、指導的立場にある人物が委嘱されて

います。

　現在、全国では 14

人の名誉署長が税関と

地域社会との橋渡し役

として、拳銃・麻薬な

どの密輸取締りに関す

る情報提供、税関行政

への提言、税関広報へ

の協力などで活躍され

ています。

（文、写真は神戸税関提供）

 地域とのパイプ役

吉岡さんが神戸税関名誉署長に！

▲ 神戸税関名誉署長に再委嘱された
吉岡さん

　香美町の観光並びにジオスポット「猿尾滝」で、

長年にわたり魅力を紹介している名物ガイド西村寿

さん（村岡区日影）が 6月 11 日、東京プリンスホ

テル（東京都）で日本観光振興協会会長表彰を受賞

されました。

　この表彰は、観光振興事業の開発推進、観光資源

の保護や育成、観光概念の普及に寄与し、その功績

が顕著な人物に贈られます。

　西村さんは、香美町村岡観光協会理事や副会長を

歴任され、現在は総代を務められるかたわら、同協

会事業の一環である、猿尾滝の観光ガイド活動に力

を注がれました。また、自主的に遊歩道管理（清掃、

除雪作業）にも尽力さ

れました。

　平成 20 年 3 月に行

われた「第 1 回ひょ

うご観光ボランティア

発表会（公益社団法人

ひょうごツーリズム協

会主催）では最優秀賞

となる兵庫県知事賞を

受賞し、ひょうご名物

ガイドとして知られて

います。

 「日本の滝百選」名勝猿尾滝名物ガイドの西村さん

日本観光振興協会会長表彰を受賞！

▲ 日本観光協会会長表彰を受賞され
た西村さん



広報 ふるさと香美 2014.7 － 16
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文文  

芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 
俳
句
講
座 

〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

誰
一
人
通
ら
ぬ
山
家
の
昼
河
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎 

鳥
衣

朝
の
日
に
か
が
よ
う
早
苗
芯
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内 

綾
子

田
植
す
み
水
面
に
写
る
空
青
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

実
二

雨
ほ
し
き
日
和
つ
づ
き
の
青
葉
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田 

耕
衣

爪
切
り
て
暫
し
ゆ
と
り
の
洗
い
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本 

文
枝

光
合
う
谷
を
く
ぐ
り
て
青
葉
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣 

博
子

万
山
の
緑
そ
れ
ぞ
れ
生
命
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

恵
美
子

ね
む
る
子
に
母
の
う
ち
わ
も
眠
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
下 

喜
幸

若
竹
に
こ
ぼ
す
山
家
の
灯
の
弱
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾 

水
雲

余
部
の
駅
ま
で
届
く
草
い
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森 

し
ず
子

風
う
け
て
小
里
に
一
戸
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森 

道
子

万
緑
の
渓
よ
り
風
が
そ
よ
ぎ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根 

富
子

紫
陽
花
や
棚
田
の
あ
ぜ
に
咲
く
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

多
鶴
子

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

悔
い
多
き
わ
が
半
世
紀
を
か
え
り
見
て
二
度
と
帰
ら

ぬ
遠
き
日
を
嘆
く　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
子

う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
聞
き
つ
畑
起
す
自
然
と
共
に
生

き
る
喜
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田 

幹
男

む
く
む
く
と
入
道
雲
の
わ
い
て
き
て
む
し
む
し
蒸
せ

て
六
月
の
空　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
谷 

典
子

道
の
端
に
ぎ
っ
し
り
並
び
て
ツ
バ
ナ
揺
れ
れ
ば
銀
色

と
な
る
早
苗
田
の
風　
　
　
　
　
　

今
岡 

良
子

白
み
ゆ
く
東
の
尾
根
に
真
向
か
ひ
て
燕
と
び
ゆ
き
夏

に
入
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

ト
シ

里
山
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
木
々
の
色
競
い
て
芽
吹
け

り
そ
の
山
が
好
き　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

美
榮
子

満
月
の
夜
と
い
う
の
に
眼
を
据
え
て
集
団
的
自
衛
権

声
高
に
言
う
人　
　
　
　
　
　
　
　

池
田 

恵
子

畑
の
仕
事
一
鍬
ひ
と
鍬
あ
あ
え
ら
い
傘
寿
の
道
は
冥

土
に
迷
う
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

力

字
の
書
け
ぬ
母
の
ド
ラ
マ
に
諭
さ
れ
て
わ
れ
も
携
帯

励
み
て
み
ん
か　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村 

栄
子

砂
浜
に
流
る
る
雲
は
あ
め
色
に
水
平
線
の
彼
方
へ
溶

け
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本 

さ
や
か

園
庭
の
つ
つ
じ
満
開
と
な
れ
ば
す
ず
め
入
り
来
て
嬉

し
そ
う
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本 

弘
子

歌
友
よ
り
も
ら
い
し
鉢
の
小
判
草
庭
に
根
付
け
ば
今

年
は
吉
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

全国大会出場・海外研修費を助成！
●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

全国大会出場費用の助成

　スポーツや文化の全国大会（国外大会）に出場する場合、

その経費の一部を助成します。ただし、学校の部活動など

で出場する場合は対象になりません。

　▼対象者・助成額

　・町内に住所がある人

　・経費の 2分の 1以内（国内は上限 3万円、国外は上限 10万円）

海外研修費用の助成

　国際的で豊かな人間性を養うために海外研修などを行う

場合、その経費の一部を助成します。

　▼対象者・助成額

　・町内に住所がある小・中学生や高校生

　・経費の 2分の 1以内（上限 10万円）

おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

第 69回但馬杜氏自醸酒研究会

　兵庫県知事賞

　　松本 幸
た つ や

也（香住区森）
　　　※新温泉町長賞も同時受賞

　兵庫県産業労働部長賞

　　岸 進（村岡区柤岡）

　　中村 博（村岡区市原）

　　田中 万三（村岡区板仕野）

　たじま農業協同組合長賞

　　南部 孝春（村岡区熊波）

　　今田 義男（村岡区水上）

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 6月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

梅
雨
と
は
い
え
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
現
在
（
６
月

20
日
）、
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
で
も
油
断
は
禁
物
。
い
つ
来
る
か
予
想
で
き

な
い
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
を
万
全
に
▼
予
想
で
き
な

い
の
は
勝
負
の
世
界
も
同
じ
。現
在
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
真
っ
最
中
。
強
豪
が
敗
れ
る
波
乱
も

あ
り
、
毎
日
、
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
▼
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
個
人
技
も
観
戦
の
醍
醐
味
で
す
が
、
出
場

国
の
歴
史
や
民
族
性
を
反
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
ス
タ
イ
ル
も
ま
た
、
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
南
米
は
陽
気
な
ラ
テ
ン
サ
ッ
カ
ー
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
指
揮
者
や
パ
ー
ト
が
決
ま
っ
た
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
サ
ッ
カ
ー
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
▼
多
種

多
様
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
競
い
合
い
、

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
高
め
合
う
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
と
い
う
舞
台
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
共
通
し
て
い
ま
す
▼
ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
そ
ん
な
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
誌
面
を
編
集
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
精
進
が
足
り
な
い
よ
う
で
。
華
麗
に

ボ
ー
ル
を
追
う
選
手
を
う
ら
や
ま
し
い
と
思
い
な
が

ら
、
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。（
み
う
ら
）

後

編
集

記

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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写真でつづる
まちのできごと

Photo News

蘇
武
岳
か
ら
の
眺
望
は
最
高
！

そ
の
大
き
さ
に
「
す
ご
ー
い
」
の
驚
嘆
の
声
！

　

世
界
的
な
冒
険
家
、
植
村
直
己
氏
も
か
つ
て
登
っ
た
蘇
武
岳
。
そ

の
山
頂
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
む
、
毎
年
恒
例
の
「
蘇
武
岳
町
民
ハ

イ
キ
ン
グ
」（
村
岡
区
中
央
公
民
館
主
催
）
が
６
月
１
日
に
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
１
０
０
人
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
気
温
が
30
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
標

高
差
約
８
０
０
ｍ
、
往
復
約
11
㎞
の
本
格
的
な
登
山
コ
ー
ス
に
元
気

よ
く
挑
ん
だ
一
行
。
出
発
地
点
の
大
糠
神
社
か
ら
木
漏
れ
日
が
差
し

込
む
新
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
馬
の
背
、
蘇
武
展
望
台
を
経
て
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
、
村
岡
側
は
も
ち
ろ
ん
豊
岡
側
も
見
渡
せ
る
３
６
０
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
お
出
迎
え
。
ま
た
、
蘇
武
展
望
台
か
ら
は
氷
ノ
山

や
扇
ノ
山
と
い
っ
た
山
々
だ
け
で
な
く
、
目
下
に
広
が
る
村
岡
の
町

並
み
な
ど
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
地
元
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

「
蘇
武
鍋
」
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
蘇
武
岳
に

登
っ
た
西
崎
武た

け

ひ

ろ熙
く
ん

（
兎
塚
小
２
年
、
村
岡
区

和
池
）
は
「
暑
く
て
、
し

か
も
急
な
坂
道
が
続
い
て

登
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
山
頂
や
展
望
台
か
ら

の
景
色
が
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
ま
た
登
っ
て
み

た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

国
の
避
難
港
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
柴
山
港

で
６
月
13
日
、
地
元
小
学
生
な
ど
が
大
型
ケ
ー
ソ
ン

の
建
設
現
場
や
国
内
最
大
級
の
ク
レ
ー
ン
船
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

柴
山
港
は
昭
和
29
年
、
台
風
な
ど
の
荒
天
時
に
日

本
海
を
航
行
す
る
船
舶
が
安
全
に
避
難
で
き
る
港
と

し
て
指
定
を
受
け
、
昭
和
61
年
か
ら
国
が
同
港
沖
約

２
㎞
に
外
防
波
堤
（
全
長
４
５
０
ｍ
）
の
設
置
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
さ
26
・
５
ｍ
、
直
径

29
・
４
ｍ
、
重
さ
約
７
１
０
０
ｔ
の
２
重
円
筒
ケ
ー

ソ
ン
15
基
を
直
線
に
並
べ
る
事
業
。
す
で
に
７
基
の

設
置
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
学
は
、
８
基
目
の
設
置
を
間
近
に
控
え
、

そ
の
様
子
を
地
元
小
学
生
な
ど
に
社
会
見
学
の
一
環

と
し
て
見
て
も
ら
お
う
と
、
工
事
を
行
っ
て
い
る
東

洋
建
設
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
舞
鶴
港
湾
事
務
所
の
柴
山
港
出
張
所

と
役
場
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

▲ ケーソン運搬用の国内最大級のクレーン
船「海

かいしょう

翔」（高さ 140 ｍ、最大つり上げ能
力 4,100 ｔ）を見上げる児童たち

蘇
武
岳
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（
６
月
１
日
、
村
岡
区
内
）

地
元
小
学
生
が
大
型
ケ
ー
ソ
ン
や
巨
大
ク
レ
ー
ン
船
を
見
学
（
６
月
13
日
、
柴
山
港
）

▲美しい山々を背に記念撮影をする一行

▲工事関係者からケーソンの構造や役割などの説明を受ける児童たち

　

見
学
会
に
参
加
し
た
の
は
、
柴
山
、

佐
津
、
長
井
の
３
小
学
校
の
５
、
６
年

生
約
50
人
と
関
係
者
。
当
初
は
海
上
で

既
設
の
ケ
ー
ソ
ン
を
見
学
す
る
予
定
で

し
た
が
、
波
が
高
い
た
め
に
断
念
。
事

務
所
内
で
事
業
に
関
す
る
説
明
を
受
け

た
後
、
建
設
現
場
で
ケ
ー
ソ
ン
や
運
搬

用
巨
大
ク
レ
ー
ン
船
を
間
近
か
ら
見
学

し
ま
し
た
。
見
上
げ
る
ほ
ど
の
迫
力
に
、

児
童
か
ら
「
わ
ー
、
す
ご
い
大
き
い
」

と
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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イ
カ
尽
く
し
の
半
日
を
堪
能
！

　

初
夏
の
味
と
し
て
知
ら
れ
る
新
鮮
な
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
６
月
15
日
、
佐
津
海

水
浴
場
で
毎
年
恒
例
の
「
初
夏
！
ジ
オ
パ
ー
ク
で
食
べ
る
イ
カ
ソ
ー
メ
ン
早
食
い
大

会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
旬
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

香
美
町
香
住
観
光
協
会
が
主
催
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い

る
夢
但
馬
２
０
１
４
の
町
内
事
業
の
一
つ
。
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
る
活
イ
カ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
イ
カ
尽
く
し
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
元
民
宿
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
イ

カ
料
理
の
実
演
や
イ
カ
を
使
っ
た
弁
当
の
試
食
、
イ
カ
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
は
な
ん
と
い
っ
て
も
早
食
い
大
会
。
青
く
澄
み
渡
る
空
の
下
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
美
し
い
海
岸
線
を
見
な
が
ら
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
20

人
は
口
い
っ
ぱ
い
に
イ
カ
を
頬
張
り
ま
し
た
。

　

細
長
く
切
ら
れ
て
皿
に
盛
ら
れ
た
約
１
０
０
ｇ
の
イ
カ
を
、
３
分
の
制
限
時
間
内

に
い
か
に
早
く
完
食
す
る
か
を
競
う
こ
の
大
会
。
５
人
１
組
で
予
選
を
行
い
、
一
番

早
く
完
食
し
た
人
に
よ
る
決
勝
戦
で
順
位
を
競
い
ま
す
。
参
加
者
は
長
さ
約
40
㎝
、

太
さ
約
１
㎝
の
箸
を
使
用
し
、
ツ
ル
ツ
ル
滑
り
落
ち
る
イ
カ
に
悪
戦
苦
闘
。
タ
イ
ム

レ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
が
し
ょ
う
油
に
付
け
る
時
間
を

惜
し
ん
で
、
皿
か
ら
直
接
イ
カ
を
口
に
運

ん
で
い
ま
し
た
。

　

友
人
の
紹
介
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ

た
と
い
う
坂
本
俊
輔
さ
ん
は
、
家
族
連
れ

で
明
石
市
か
ら
訪
れ
た
と
の
こ
と
。「
少

し
で
も
早
く
食
べ
よ
う
と
し
ょ
う
油
に
付

け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
イ

カ
の
甘
み
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し

た
。
新
鮮
で
、
モ
チ
モ
チ
し
て
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

初
夏
！
ジ
オ
パ
ー
ク
で
食
べ
る
イ
カ
ソ
ー
メ
ン
早
食
い
大
会
（
６
月
15
日
、
佐
津
海
水
浴
場
）

新
た
な
分
別
方
法
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
説
明
会
（
６
月
17
日
、
奥
佐
津
地
区
公
民
館
）

　

今
年
10
月
か
ら
開
始
す
る
ご
み
の
新
た
な
分

別
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
説
明

会
が
、
香
住
区
の
奥
佐
津
地
区
を
皮
切
り
に
町

内
12
会
場
で
開
催
。
初
回
と
な
っ
た
６
月
17
日
、

奥
佐
津
地
区
公
民
館
に
は
約
30
人
が
集
ま
り
、

役
場
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

既
に
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
現
在
、
ご
み
は
５
区
分
に
分
別
し
て
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
10
月
か
ら
は

９
区
分
に
細
分
化
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
稼
働
す
る
北
但
ご
み
処
理
施
設
の
分

別
区
分
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
に
早
く

慣
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
み
の
資
源
化

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

説
明
で
は
、
各
世
帯
に
配
布
済
み
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」「
蛍
光
管
」
と
い
っ

た
新
し
い
区
分
で
の
出
し
方
や
、
種
類
が
増
え

る
指
定
ご
み
袋
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
者
が
見

本
を
手
に
し
な
が
ら
細
か
く
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
サ
ラ
ダ
油
の
容
器
は
水
洗

い
だ
け
で
い
い
の
か
」「
ラ
イ
タ
ー
の
ガ
ス
抜

き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
る
中
、「
雑
誌
や
古
新
聞
な
ど
は
重
量

が
あ
り
、
高
齢
者
が
運
搬
す
る
の
は
難
し
い
。
何
と

か
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
意
見
も
。
担
当
者

は
「
厳
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
10
月
以
降
、

区
分
を
守
ら
ず
出
さ
れ
た
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ

ん
。
細
分
化
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
理
解

を
求
め
る
一
方
、「
こ
う
し
た
場
で
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
基
に
、
よ
り
円
滑
な

収
集
が
で
き
る
よ
う
、
改
善
点
が
あ
れ
ば
柔
軟
な
対

応
を
行
い
ま
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
説
明
会
の
ほ
か
に
も
随
時
、
出
前
講

座
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
各
区
な
ど

で
開
催
希
望
が
あ
れ
ば
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ テーブルに落とさないようにイカを口に運ぶ参加者

▲ 新しくなる指定ごみ袋の見本を掲げ、分別方法について説明す
る役場担当者
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〒
669 -6592　

兵
庫
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美
方
郡
香
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町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・
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電
子
メ
ー
ル
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
112

号
）
平
成
26
年
7
月
10
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 6月 1日現在）

合　計　19,661 人（－  28）

　男　　 9,401 人（－  17）

　女　　10,260 人（－  11）

世帯数  6,763 世帯（－　5）

カッコ内は前月比

第
45
回

　

庭
先
で
カ
タ
ツ
ム
リ
が
足
跡
を
残
し
、
夕
暮
れ
時
か
ら
カ

エ
ル
の
合
唱
が
田
ん
ぼ
に
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
じ
め

じ
め
と
し
て
憂
う
つ
に
な
り
が
ち
な
梅
雨
時
期
で
す
が
、
多

く
の
動
植
物
に
と
っ
て
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
ま
す
。
水
辺

や
湿
地
に
群
生
し
、
剣
状
の
葉
の
間
か
ら
美
し
い
紫
色
の
花

を
咲
か
せ
る
カ
キ
ツ
バ
タ
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

さ
て
、
村
岡
区
村
岡
の
銚
子
ヶ
谷
と
い
う
場
所
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
村
岡
地
域
局
の
東
北
東
、
標
高
約
９
０
０
ｍ

に
あ
る
谷
で
、
こ
の
さ
ら
に
奥
の
湿
原
で
、
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
カ
キ
ツ
バ
タ
の
群
落
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

標
高
が
高
い
こ
と
か
ら
、
花
を
付
け
る
の
は
６
月
下
旬
か
ら

７
月
上
旬
、
低
地
に
比
べ
て
１
ヵ
月
ほ
ど
遅
れ
ま
す
。

　

約
４
千
年
前
か
ら
こ
の
湿
原
で
自
生
し
て
い
る
貴
重
な
群

落
と
し
て
、
平
成
６
年
に
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
ご
ろ
か
ら
開
花
数
が
少
な
く
な
り
は
じ
め

ま
し
た
。
こ
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
町
教
育
委

員
会
は
有
識
者
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
22
年

に
「
銚
子
ヶ
谷
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
保
存
管
理
計
画
」
を
策
定
。

現
在
も
継
続
し
て
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
文
化
財
指
定
当
時
と
の
比
較
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
群
落
の
生
育
面
積
は
約
７
割
に
減
少
、
密
度
も
約
半

分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
調
査
結

果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞

香
美
町
教
育
委
員
会＞

歴
史
・
文
化
に
つ

い
て＞

ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
）
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
湿
原
周
辺
の
ス
ギ

な
ど
の
人
工
林
の
成
長
で
▼
湿
原
に
供
給
さ
れ
る
水
が
減
少

▼
日
照
時
間
が
減
少
―
―
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
な
ど
の
野
生
獣
に
よ
る
食
害
も
深
刻
な
た
め
、

町
教
育
委
員
会
は
周
辺
の
森
林
整
備
や
獣
害
防
止
網
の
設
置

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
を
作
成
し
て
い
る
現
在
（
６
月
中
下
旬
）、
順
調
に

生
育
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
、
古
く
か

ら
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
カ
キ
ツ
バ
タ
。「
幸
運
は

必
ず
来
る
」
の
ほ
か
に
「
贈
り
物
」
と
い
う
花
言
葉
も
持
つ

そ
う
で
す
。
自
然
か
ら
の
素
敵
な
贈
り
物
を
次
の
世
代
に
残

し
て
い
く
の
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
大
切
な
役
目
で
す
。

銚ち

ょ

う

し

が

た

に

子
ヶ
谷
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落

県
指
定
文
化
財

～ ご理解とご協力をお願いします ～

環境保全のため、湿原周辺に獣害防止網を設置

しているので湿原には立ち入ることはできませ

ん。また、土、日曜日は監視員が常駐しています。

見学を希望する場合はお声掛けください。


